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高齢化の進行や急勾配等の道路環境などの影響により、従来の公共交通ではカバーしきれ
ないニーズなどへの方策を検証するため、「箕面・新稲地域周辺」「粟生間谷・彩都地域周辺」の
市内２エリアにおいて、令和６年１２月１９日から令和８年３月３１日まで、AI オンデマンド交通
「のるーと箕面」の実証運行を実施するもの。

⇒今回、実証運行の評価を行い、令和８年度以降の運行について方向性を報告する。 

　 （※令和８年度以降の運行については、市議会での議決が前提） 

⇒評価は、「公共交通としての持続性」と「多様化するニーズへの対応」の視点で行う。

※令和８年度以降の事業実施は市議会の議決が前提

議題（3）　AI オンデマンド交通実証運行事業の評価と今後の方向性について（報告） 
 

 
　 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）登録者数・利用者数 
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資料 3

１．事業の概要について

２．運行実績について（運行開始から令和7年9月末まで）

３．事業評価について

【登録者数（累計）の推移】

◆約 2.5 倍に増加（一日の利用者数）

【月別運賃収入と収支率】

４．今後のスケジュールについて（現時点での想定スケジュール）

◆開始当初から約 3.5 倍に増加

経費区分 月額費用

運行経費 4,382千円

システム 383千円

コールセンター 686千円

計 5,451千円
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【利用者数の推移】
◆利用者の満足度は高く、外出意欲への寄与や公共交通への転換等に繋がっていることから、地域の

ニーズには一定対応できている。その一方で、利用者数や収支面では課題があり、現時点で今後の

恒常的な運行への移行を判断することは難しい状況。 

◆登録者数や利用者数に増加の傾向があることから、今後も、利用促進策の実施や事業の一部見直し

を行いながら運行を続けることができれば、利用者数の増加や収支改善に繋がる可能性がある。 

◆よって、最終的な事業の見極めのためにはさらなる実証運行期間の確保が必要と判断し、令和８年

度以降も運行を継続し、令和９年度中に改めて事業の評価を行うこととする。

◇利用者満足度 

　⇒満足・やや満足 ８４％ 

◇外出意欲の変化 

　⇒外出意欲が高まった ５５％ 

◇公共交通への転換 

　⇒転換した・可能性あり ７８％ 

◇他の交通利用頻度への影響 

　⇒変わらない・増えたが大半

◆現行の 21 条許可運行は、最長で令

和 9年 12 月まで（通算 3年間が限

度）であるため、以降の運行継続に

は 4条許可への移行が必要となる。 

移行の際は、協議会合意が必要。 

 

◆令和 9年 4月から 4条許可に移行す

ることとし、令和 8年度は、現行の

21 条許可（のるーと箕面）を継続

しながら、並行して 4条許可の準備

を進める。

◇無料乗車 DAY 等の利用促進策の実施によ

り、地域の認知度がさらに向上した結果、

登録者数は現在も堅調に増加を続けてお

り、潜在的ニーズは多く存在している。 

 

◇一方、利用者数も増加は続けているが、伸

びは非常に緩やか。運行経費が高額で、収

支率が低い状況となっており、公共交通と

しての持続性の観点からは課題が残る。

多様化するニーズへの対応 
（アンケート調査結果から評価）

実証期間  令和6年12月19日～令和8年3月31日

運行時間  7:30～19:00（年中無休）

運行エリア
西部：箕面・新稲地域周辺
東部：粟生間谷・彩都地域周辺

運行車両 ワンボックス車両（乗車定員：8名）　各エリア1台

利用運賃

◇大人（中学生以上）　1回300円　1か月定期5千円
　 （家族割：1名追加ごと1千円）
◇小学生　1回100円　1か月定期2千円
◇未就学児　無料
◇障害者　1回100円　1か月定期2千円
◇介護者　1回100円

公共交通としての持続性 
（運行実績から評価）

調査期間 令和７年５月９日～５月２９日

調査方法
・運行エリア内への全戸配布
・公共施設等への配架

回答方法 WEB回答、回収BOXへの投函

回答者 ９９４名（うち、のるーと利用者１９２名）


